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た し 致 合に 求要の 代時 新

着新板乾的 想 理

せ在
る カ
る を

諸

を
求
め

の 生彌

店 支橋堀 長 阪大 店 本 六 西 小 日京目 丁二 町 本

し、
更
に
何
物
か
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と
絕
ヘず
努

|力
ㄝ
らあ

なたの
创作
慾を
满足せ
L
く
咖
理想
的
乾
板水

今回
豐富
に
入
荷致LまLた、
是非
御試用を
乞ふ

「H心D
六五○度|

「何と素晴らしい速さではありませ

「素敵に度の速い」

之か?

ラ
イ
オ
ン、
ヱ
ク
リ
プ
ス
乾
板|
「雨ふリの日も。

曇った日も-
室內でる、
夜間でる

驚ㄑ程效果があリま
す

「裏塗した藥がハレーション
防止の偉一

|功を奏し
スクリ-ンを用ゐずLて

黄や赤に好~感光する整色
乾板であ、

暗宝不要液を裏塗し
た

74
オ
ン

NF

乾

板
ます。
「而$撮し濟
板を现像液べ浸せば裏一

塗藥が溶けて
暗室不要の
效果を擧げ

ますから全く取扱容易であります
。

南

味

卷
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室
內
の
太
陽

「

ヘン、

サン

ライト
」
現

はる
!

音め淑く、煙もなく、
一萬燭以上
の
强光

「爆然と輝3
夜を畫にする新發明品

寫場に於ける夜間
照明の
装置は、笼全を期するには、
尠からぬ費用と、大なる設備を要するので
、

|其の多くはマゲネンウム閃光粉
に依つて之を行ふ爲め、
强烈な堪

一音と、
不快な模煙とに折角の感興を殺ぐのみならず、
時に不測
の

危阀を伴ふ憾みがあります、
之を
一般好事
家に就て見るに、
寫屆

一撮影の
機會は、
決して畫間ばかpに腿られるるのでなく、
寧ろ家

一庭に於ける諸種の
記念
撮影、若~は社交上の
意味に於け
る小
集會

「撮影等は多ㄑの場合、
室內殊に夜間であります
、
從つて照明の方一

|法る出來る丈
簡單であリ、
安全
第一であつて尙且つ晝間
同樣效果一

を舉げ得るものでなくてはなりません。

電球
二個
7ッグ。

「nーF、フユーズ
六尺附」

1
組
十四
画

但支持豪は
附屬世
ず

「新發明は「ノン、サイライト
]は、御豕」

「庭の電燈に極めて
簡單に装置
し得ら

れ、何等
の不安なく、一萬燭以上
の光」

|力を放别しますから、

憾がない計リでなく、マゲネシウム

「閃光粉に比し頗る安價であります。

営間战影に道

樹二輝三

|春鍈良軍」

「頭岩川雲|

江
大寺三

潭日

少紙
畫

表
插
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味 趣 の 眞 寫

雲のある風景 野村 英夫

樹

焼き
込み

ヒルムの

簡軍な
自
製法

江
頭

春

印悲の
一隅へ
自分の
ネーム、
マーク等を
奇麗に

御座い
ます。

鮮明に
焼き
込む法方
如何と云ふ様な事を問はる
、

印書を基紙に
帖ら
ない
場合、
例ば
寡冥
翰端書の

事
度で々、
又
質疑塵答へも

そうした
質問の楽る
事

如き者に、
夫が
自己の
製作に係る
事を
設明
する僑

一再
ならず、又相富に興味
ある、
誰に
でも鹿用の

にも 、又
大形
印霊紙の
中央に
相営の徐自を
置いて

出来る
問題と
思ひ
ました
ので、執に
其方法の
詳細

需像を
焼き
込み
全面に
裏打ちを
して
台紙
代リとす

を
述べて見る
事に
なり
ました。

る
最近の
傾向に於ても夫が
非常に
必要で
あリ.
又

外国で葛した第真、
或は外閣の製造
合駐
から塗

頗る気の利いた
趣向である
ので、
本邦
篤冥家の中

つて楽る
見本
印霊には、
印霊の
片隅に
窮属館の名

でも
此方法に
着目
する人は
少く
なかつた
ので
あリ

或は
マーク、
などが
極めて
精巧に鏡き
込まれてあ

ますが、
扱て
如何にして
斯く
精巧に
交字を
焼き込

る事は
此種の印霊を
見馴れた人には
周知の事質で

む可きかと云ふ事は
永年の
疑問
として
残されてあ
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リ
ました

像の任意の
位置に
焼き
込む事が
出来、
而も一枚の一

誰
しも気の
附く事は
原板の膜面の適営な
位置に

ヒルムで
永久に幾種の
原板にも
悪用
する事が
出楽

文字
なり
模様なリを

書き込む事で
あり
ますが、
是

る、
是が
所謂『
焼込
ヒルム』で、
此目的に向
つて一

には
是非左
文字に

書き込まねば
なり
ません、
霊像

は
一番
理想的の者では
あり
ますが、
中間に
挟んで

の
美観を
害せ
ざる様な織細な、
而も
岡案的な
文字

も霊の尖
貌度を苦し
ない様な
極度の
薄い

セルロィ

を左
文字に

書き込むと云ふ事は
到底
素人の手には

ド板が
市場に
得難い事と、
よし

フイルムは
あって一

了へぬ事で、
是非共相富の
専門家に
頼まねば
なり

sも
織細な
美術的交字
を肉筆で

書き込む事の
困難は

ませぬ

数多き
原板に向
つて
一々
専門家の手を煩

依然として
同じ事で
あり
ます。

はすと云ふ事は、
時間の鰭
からも、
経済の賭
から

嘗て
小西
本店よリ「

イースト
マン」
倉
に
向け

も
到底質用になリ
ねる事であリ
ます。

此焼込

フイルムの
簡単な
製法に就ての
敦示を乞ふ

そとで
今度は
一々
原板に

書き込む
代りに、
極め

た事が
あり
ました、
其時の
回答には
薄い「
セル|

て
薄い「

セルロイド」の

フイルムに
交宇を
書き込

イド

フイルム」に
活字か
或は
護膜印で
印刷し、
其

んで、
焼き付の際に
原板と
印霊紙の
中間に
挟んで

肉が
乾かぬ内に
油煙
或は
石墨の様な
黒色
顔料を振

焼付けれ
ば、
霊像の尖
銃度を
害する事
なしに、
霊

リ
掛け、
徐分の粉を
排ひ
落せばい」と云ふ事
であ

リ
ました。

一畢にして解程され
ました

成る程、
活字や
護膜印で
押す事
ならば
肉筆で書

普通
葛冥術の
心得と、
中堅
程度の用器裁を挙ん

〈事
よりも其手
敷に於ては遊に
簡便では
あり
ます

だ人
ならば誰に
でも、
極めて
簡軍に而も
驚く可き

が、
其
結果に於ては、
如何に
上手に
やった
とて普

精巧な
焼き込
ヒルムが只
半日で
出来
上る、
私が今

通
印刷物
以上の
精巧さは
望まれ
ない事で
あり、
寓

弦に
述べんとする
のは世
方法で
あり
ます

真に
焼き
込む可き
文字
として
到底
満足す可き者に

先づ始に
焼き
込む
べき
文字の
書礎、
排列法方等

なららとは
思はれ
ません。

に就て
意匠を
凝らし、
然る後に夫に依
つて
原稿を

況んや
自分の

気に入る様な岡案的
文字を活字
や

書かねは
なり
ません、
次に
複易に依
つて
引き
縮め

護談印に
求むる事は、金に緋目を
付け
迎人
ならい

るので
あり
ます
から、
原稿
としての
文字は
如何に

ざ
知らず、
普通
簡単には
到底
出来得
べき事で
はあ

大きくても差支
ない、
大きい程
書くに楽で
あリ又

り
ません。

引き
縮めて
から
あらが見へ
なく
繊細
鮮明に
出楽上

斯~て
理想的な
焼込
ヒルムの
製法は
未だに
一種

る利盆が
あります。

の
疑問
として
未解決の理に
残されて
あり
ました、

如何なる
書礎を

如何なる
組合せに
列べるかは各

所が
此永い間の
疑問は、
軸怠
現像紙の
愛明
と共に

各の
趣味と
略好に
属する事で、他
から
指し岡の限
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TOKYOJAPAN
の もる たみ 込焼 て ひ 用 をムルヒみ込焼

リでは
あり
ませんが、
徐り
肉太の字を
自我
きにす

を
描く事も
容易の業で
あリ
ませう。

ると
徐りに日立ち
過ぎて、稽も
すると全壁の霊調

斯~て
原稿が
出楽
ました
ならば、
是を
垂直な板

を殴す
恐れが
あリ
ます
から、大なる
文字
は二
重文

か
或は
壁面に
ピン
留めし、

プロセス
乾板か
引き仰」

宇で、
小さい字は一重でも
よいが
成る可〈筋細な

用
轄葛
現像紙を用ひて(
普通乾
でも
差支
ありま

書機を用
ふる方が、
目腸リが
軟かで霊に
障リが無

せんが葛度早
過ぎで
黒白の差
淡きに過
ぐる
意あ

いかと
思はれ
ます。

り)、
任意の大さ、
即ち
印霊に
焼き
込む時の
寸法に

そこで、
意匠が定
まつた
ならば、
四ッ
切位の書

複葛を
致し
ます。

堅紙に
鉛筆と
定規とで二分角位の恭盤目の罫を引

此
場合に
注意す可きは
原稿には
成る可く
平均に

き、

コンパスと
烏口と
定規とを用ひて
其中に
任意

むらの
ない様に
光線を営てる事
、
絞リを小
くして

の
文字を
大きく
書き
並べるC
設明園)
ので、
此方

文字の
ピントを
極度に
尖鋭に
寡す事、
現像液には

法は中勢
程度の墨生
ならば誰
しも
心得て
居る事で

普通の
場合の五倍位の
臭素
加里を加へ、
又
自分で

あつて又
極めて
容易の事で
あり
ます。

調合
する人
ならば
メートルを
除き、

ハイドロキノ

又
少し
器用な人で
自在
霊的に
岡案
文字や
模様を

ン丈けにし、
黒い所を
極度に
濃く自い所を素
確子

書き
得る人
ならば、向ほ
面白く気の
利いた
マーク

同様に
なる様に
仕上る事
です。
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ROKUOHSHA

TOKYO JAPAN

ROKUOHSHA
TOKYO JAPAN

ROKUOHSHA
TOKYO JAPAN

るけ 付 焼 へ 紙像 現篤轄

復

此複葛に用
ふる
乾板
或は韓葛
現像紙は
焼き
込む

厚い黒紙、
若くは
赤い

セルロイド
を以て
燦張
リし

文字
乃至
模標を
含む丈けで
事足る
の
です
から、
名

其書
乾かし制がし
ますと、
榛張の黒紙は

ゼラチン

刺、
或は
ベスト判、
或は夫
以下
でも
深山
でしょう。

膜面と
腰着したま、一所に制がれて楽て、
障子の

次に
焼き
込む葛真印霊の大さに
相常
する黒紙を

様に
なり、

巻き込む事が
あり
ません
から、
夫を第

作り、
其
焼き
込まんと
する
位置に共文字
なり
模様

真
原板に
密着し、
其上に
印霊紙を富て
細と
同時

なりが
全部は
いる丈けの穴を
明け、
其穴に前記
複

に
文字をも
焼き
込んで
仕舞うの
です、
書くと
大拠」

葛した文字の
原板を富て、之
を以て韓
寡現像紙(密一

六ヶ敷い
様
ですが、
質際に
やつて
見れば
案外に容一

着用)に
焼き
附け、
現像しますと
C岡の
如くにな

易に
且つ
面白い者
です。

る、
之を
乾かして
から
一端
から膜を制が
すと、
奇

皆さん、此
記事と
首つ
引きで
一つ
御試みに
なつ

麗に制
げて一枚の
極めて
薄い
焼込
ヒルムが
出来リ

ては
如何
です、
質理上御
不明の賭
あらば御申越次

ます、
但し
此塊込
ヒルムは
片面が

ュロヂォン膜で

第御
助言
いたし
ます。

片面が
ゼラチン膜
です
から、
空気の乾器に依
つて

或る
一方へ〈る
~と

巻き込む
訣鰭が
あります
、

故に韓寓紙が
まだ温れ
居る内に共四幾の周園を精
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(-)

藤

生

現
像
薬
の

お話

佐

苦辛
修浩
椿岡を
考へ
探光を
工夫し、

ピントガラ

其の
妙味は
葛属を
やらない者
、叉は
やつても
丁度

スと呪め
つこを
繰返し、
或は

フアインダーを
ため

杜
式に
葛す
だけ葛して後の
一切を
遊く
所謂
コダ

つ
すかしつ、
絞リの
大サや
露出の
時間を
到定し、

ックウワークにお
任せ
する
人に々は
ここの
味ひは

さて

シャッターを
切る
までを、
葛冥
撮影の
物理的

到底
分ら
ない事と
思はれ
ます、
宣際

ここいらが寓

操作とし
ますれば、
其次に
来る
現像
作業は
化堅的

其の
妙味の
クラィ

マックスと
でも
申し
ませうか。

操作の第一階程とでも
云
ひま
せらか

現像は被葛盤が1葉の
陽霊となる
までの
操作中

赤
燈下に
取枠
から

バットヘブ
レートを
移し、現

の
最大雛腸で
ある
のに、
反
つて
往鰹々々
に
見倣さ

像
薬液を
注ぎ
掛け、

カタリカタリ、
秒一秒、
皿の

れ
易いのであり
ますが、
如何に
露出は
適度に、探

様な眼を眼して全
精神は方尺にも
足り
ない
バット

光
構岡は妙で
あっても、此の
操作
一つで
折角の苦

中に
集中され
ます。此の時の築
みと
云ひ
ませうか

心を
水の泡と消へ
しむる事性々
です。

反劉に
現像液の所を得た
活用
により
助かり
そう

一本は
上下
二ッの
部分に
分けて
ある
のでせうか、

にも
思く
なかつた物をも、
充分用に耐へ
うる
もの

少量の
部分は何で、
多量の
部分は何物で
あり
ませ

と
する事も
出楽
ませう、
こんな

起死回生の活
手腕

は、
現像薬の
性能や
取扱ひ方、
乾板

フイルム
乃至

線じて
日本人は
徐りに
物事に淡自
です
凡ての疑

印霊秋の
性質を

呑み込んで
初めて得
られる
コッで

問を

さらりと水に
流して、
西洋人の様に
どこ
~

あり
ます。

までも追ひ
詰め
く
解決し様と云ふ
執念深
さがあ

被葛機を一葉の
陽霊
として
観る
までに
少く
とも

り
ません。

二回の
現像
操作を継ねば
なら
ない此の
現像とは、

早い例が今の
MQの
問題でも、
何で二
部分
より

一壁
どんな化挙髪化である
か、
現像薬とは
どんな

なるのか
凝問も
抱かず
唯々
として
虐法
通り、
使用

築品で、
どんな
作用を誉む物で
あり
ませうか。

法
通りや
つて居
られる方が
多い様で
あり
ます

多くの

アーマチュアー
諸君は管
入りの
MQ
現像

HQ
現象薬は、

メトールと
ハイドe
キノンとを

藻を
購ひ
求め、
其定
通り二液とし
等量をと
つて

主薬
として調裂された
もので
あり
ます、

それなら

水で
稀郷し現像を
行ひ
ませう、
勿論之で
現像は間

どう
ゆう
特長が有
つて、

メトール
のみとせず又、

違ひ
無く行
はれ
ます、
しかし何の
理由
により
MQ

イドロキノン
のみとせず
混ぜた
のでせうか、
若し
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メトール
のみで
現象した
ならば、
どんな板が
出来

■
現像とは、
現像藻とは

上るで
あろうか、
一畳
メトールと
云ひ.
ハイド

乾板

フイルムの
感光面は御
承知の
如く、
微細な

キノンと
云ひ
此等
現像藻は
どんな
性質を
持つたど

臭化銀粒を

ゼラチンを
支持膜
として即
臭化銀
ゼラ

んな
薬品で

あろらかと
まあ一斑が
分つて
楽る
とこ

チン
乳剤を、
一様に
ガラス板上
或は

セルロイド面

んな風に
考へて
行くのが、
順序でせう。

上に
塗布
密着させた
もので
あり
ます、印霊紙に於

ここ
まで

つきつめて、
葛冥の
趣味は禰々
深(魔

ては、
ガス
ライト紙は
糠化銀

ゼラチン
乳剤を、臭

くなつて
行くと
思ひ
ます、
また
こう
なるのが常然

素紙は
臭化銀

ゼラチン
乳剤を
紙上に
塗布した
もの

でせう、
何故
ならば、
化夢
或は
物理墨の様な
比較

で
あり
ます、
この
臭化銀、
城化銀の
光線の
作用を

的高な
ものを
最も
通俗的に、
普通的に
娯票、
趣

感受した
部分の
粒子
のみを金腸似に
還元
する(他

味
乃至
家庭的
生活と、
融合
密接させた
ものを
邪げ

の
光線を
受け
なかつた
部分の
粒子は
還元せず)化

れば、
そは
篤冥術とさへ
云ひ
得る
からで
有り
ます。

堅
作用を
現像
作用と
申し
ます。

前置は大楚長~
なり
ましたが、
要は
趣味の葛属

川像
作用を
誉む所の
薬品を
現像築と
申し
ます

家
たる
皆様の御
参考に
もと
現像に
闘連した
ことど

口
現像液の
骨子

もを
少しく
書かせて
戴き
たいと
思ふので
あり
ます

現像薬
のみの
水溶液で
現像
しよう
としても
其目

的は違せ
られず、全々
現像
作用
なきか、
あつても

現像薬が光の
作用を
受けた臭化
斜麗
化銀を
還元

極めて緩酸で用
ふるに
足ら
ない事は、

メトールの

して金腸銀とし
一方に
臭化
水素酸
慰化
水素酸を生

み
或は
バイロ
のみの
水溶液で
現像
しよう
としても

成
致し
ます、之を

ハイドロキノンを例に探
つて其

其目的は
達せ
られ
ないのでも分リ
ませう

*の化墜
方程式で
示し
ますれば、次の
如く
なり
ます

此の現像
築の
水溶液に、
炭酸
加里、
炭酸
曹達或

C H (OH)

+2AgBr2
C H O +
2HB +
2Ag

臭化水

臭化銀

キノン
素

ハイドロ

金屬銀

は
苛性
加里の様な

アルカリを
添加
する
ことによリ

キノン

初めて共
特有の
現像
機能を
獲揮
するので
あり
ます

この
場合
臭化
水素酸が
増し
ますと、
逆の反廊が

(
或る
特殊の
現像薬には

アルカリの
添加
なしで現

起り
平衡の歌態
と
なり
現像
作用は
通行しない
こと

像
作用を
なす
ものが
有り
ます)、
この

アルカリを現

と
なり
ます、

アルカリは
生成した
臭化
水素酸と作」

像の
促進剤と
申し
ます、
普通に用
ひら
れる
アルカ

用し之を
中和し、
酸の逆反塵を破
摸し、従
つて現

リは
炭酸
曹達、
炭酸加里で、
苛性
曹達、
苛性
加里

像
作用は

どんどん
題行し、
方程式に於て左
から右

は
極卵き薬等に用
ひられます。

への化塁
鍵化が
最後
まで
途行さ
れる
ことと
なりま

アルカリが
どう
ゆう
理由で、
現像の
促進
作用が

す、
それならば

アルカリを
生成
する
奥化
水素酸を

有るかに闇しては次の
如く
考へ
られて
於り
ます。

中和
するに
要する、
即
理論的敷
だけを
添加した
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ならば、
現像
作用は行
れるかと
申し
ますと、
現像

ドヘノール
よりも
還元性
非常に大
なる
もので
あり

作用は行れ
ないので
あり
ます、
即
理論敷量より
盗

ます、

アルカリは前の
中和
作用と
この賑を
生成す

に
多量を加へ
なければ
現像薬は
其の
機能を
示すに一

る
作用とを管れ
ものと
考察
するを
妥富とし
ます。

至ら
ない
ので

あリます。
故に

アルカリは此の
中和

現像薬の
水溶波を空派中に
放置
致し
ますと、
徐

作用を行
ふのみ
で
なく、
一方に
更に
現像
作用の大

に々
着色されて
行き
ます、
これは
其接綱して
ゐる

切な
役割を持つ
もので
有る事が
分り
ます

空無中の
酸素の
酸化
作用を
受ける篤で
あり
ます。

アルカリは
現像薬
とも
直接
化合して、
現像薬の

この
酸化
作用は、

アルカリの
存在
する時は
一段

アルカリ題類を
形成し、
この願類が
現像薬其
自身

強烈味を加へて索
ます、
若し
こんな液で
現像を致

より
還元性敷等大で
あって
現像
機能を
充分に
獲揮

し
ませう
なら、

ゼラチン膜は
汚染され、
カブリは

する
ものと
なるので
あり
ます。

惹き
起し
易く
なり
ます、此の流の
着色さ
れるのを

今之を

バラミドヘノール
を以て
示し
ますと

防ぎ、
長く
清澄な液
として
且つ
現像
能力を
保持さ

O HOH.NH +

NaOH=C H ONa
NH

+H 0

せる僑に加
へる
ものは
普通
亜硫酸
曹達でありま

ナトリウム
バラ
水

ミドヘノレート

パラミド

苛性曹達

ヘノール

この

ナトリウム
バラ
アミド
ヘノ
レートは

バラァミ

此の
亜硫酸
曹達を
保恒剤と
申し
ます

硫酸
曹達が
現像築の
酸化さ
れるのを
防ぎ.ゼ

な
具合に
なる事が
御座い
ます、之も
一般に
カブリ

ラチン膜の
汚染さ
れるのを
軽減
する
理由
として考

或は
ホッグと
申し
ます

へられて居る
のは大壁次の通リで
あり
ます。

カブリの
原因は
種々
あり
ませうが、
乳剤
固有の

空中の
酸素が
現像薬中に入り
ますと
共存
する

化挙的
ヵブリ、
徐り
濃厚な
現像薬を
用ひた
ため、

亜硫酸
曹達は
現像薬
より、
酸化
作用を
受け
易く自

度を
過して
現像を
押した
ため、
或は
暗宝
ランプの

身先に
酸化されて、
現像薬の酸化
さ
れるのを
防ぎ

不完全や、
取扱ひの
不注意等
より
起り
ます

ます。

乳剤の
最初
から
もつて
居る
カブリは
如何とも救

1方に於て
現像薬の
酸化
生成物で、
汚染の
原因

消の
見込みは
有リ
まぜんが
しかし
幾分は
十分に露

となる
色素等は
亜硫酸
曹達の
僑還元破
されて、

出を興へて置い
て
現像液中に臭素
加里を加へて現

汚染の
原因は
根本的に
除去さ
れる
ことと

なリま

像
する
ことによリ
軽減
する
ことが
出来
ます、
又濃

厚な
現像液を用
ふる時も、
臭素
加里を加へてヵブ

乾板

フイルム、
或は
印霊紙の
現像中
よく一面薄

リの
起る事を
防ぎ
ます。

く
黒ずんで、
折角
透き徹
つて
仕上る筈の
原板も、

臭素
加里の
この
働きを
抑制
作用と
申し
臭素
加里

真白に
上る
べき
陽霊も、
不倫快な霧に
閉された様

を
抑制剤と
申し
ます。
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臭素
加里の
代リに
臭素
アン
モン、
沃土ヵリを用

の諸
成分を
量り
込んで
有るので
あり
ます。

ふる事も出ま楽す

此の四
成分の
役割を
熟知し、其
特有の
機能の活」

要言し
ますれば
現像液は
一般に、
メトル、
パイ

用と、
乾板

フイルム、
印費紙の
性質を

呑み込むこ

ロの
如き
現像薬、
炭酸
ッーダの
如き
現像
促進剤、

とと
相侯
つて
初めて
完全なる
原板、
優秀
なる印哉

亜硫酸
ソーダの
如き
保恒剤、
及び
臭素
加里の
抑制

を
作成
する
基礎は通
差さ
れるので
あり
ます。(

未完)

剤の四
成分を
具備して
初めて
完成さ
れる
もので、

之等四
成分は
現像液と云ふ家豪骨の
四本柱
とも硫」

へられます。
皆様目常御
使用に
なる、
六榎社製
サクラ
現像薬

にしろ
ュンク
現像薬に
しろ将た

ュニオール、
HQ

に
しろ、
これ
だけの
成分は
持つて
居る
ので、
サク

ラ
現像薬、
コンク
現像薬は
此液中に纏ての
成分を

含有し、
二=
オール、
MQ等は一管中
少量の
部分

には
現像の主築を、
多量の
部分には
従進剤、
以下

時代の
鍵
遷と
日光
印書
紙

言

永い
冬眠
から目登
めて、
薦目
一新の春は吾々
趣

天然色
オート

クロームも
からが
紹好の期、然

味の葛冥家を
再び
この
天地に
活動せ
しむ
可く、
全

して
日光に親む所の大
なる
日光燐付の印書紙にも

ての
好都合な
要求や、
懲望に
便宜を興へて
臭れま

亦
最も
良い

チャンスが
楽つ、
あるの
です。

す。
徒らに己が
レンズの
働き
振りを疑つて見た

葛属術の生九出た頃には
勿論
現今の様に、
陰霊

り、
乾板や
ヒルムの
鈍感をかと
ちっ
あつた
人々

原板を得て
から
寡真書を

作り出すと云ふ事が
出来

も自
づと
微笑の内に
其作品を迎へ
接するの
グッド

ません
でした
から、
日光に依
つて
出来た物微の陰

チャンスが
到来した課
です。

影を
硝酸銀液の塗
つて
ある自
紙上に
直接に
焼き付

此時に常
つて
各々
好みの
方法に
目登
ましく
活躍

ける法で、
則ち

シルエット(
影締)に外
なら
ないの

せらる」事と
期待して
居り
ます。
作業上の
好都合

でした。

は
勿論の事、茜の
探索も
心地良~
出来るで
せう。

そして
それに
要する
焼付の
時間は
非常に
長くて
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其頃の
モデルに
成った人は

さぞかし
閉ロした事と

な事は
思ひも
依ら
なかつた事と
想像せ
られ
ます。

考へ
られ
ます。

虚が
硝酸銀の
代リに
臨化銀を用ひて
霊像を
得る

とれは

ゥェッヂゥッドと云ふ人が
工夫をしたも

事に
成功した

デーヴイーと云ふ人が
あり
ました。

ので、彼は
其紙を
其嘗時に
出来て居た「

カメラォ

併し
出楽上
つた
印霊を
定着する可き楽
品の酸見

ブスキュラ」と云ふ
現今の
カメラの
顧先で
ある所

せられて居
なかつた僑めに、
折角
出来ても
日光に

の「
のぞき暗顔」に
利用して
風景等の
霊像を
得よ

富
てれば
感光し
なかつた
部分にまで
感光して
仕舞

らと
試み
ましたが、
硝酸銀を
塗つた紙では
感光度

ふので
感光を
止める
薬品の
出現を
望んだの
です。

の
鈍い僑めに
失敗に
終ったの
です。

其後途に

ハーシェルと云ふ人が今の

ハイボーな

これが
若しも
感光した
としても反劃の
霊像
則ち

る
薬品が
定着の
重大な
役目を
持つて
居ると云ふ事

白い物が
黒く
黒い物が
白く
出る
理由
です。

を
獲見されて
以楽
現在の吾々
に
至る
まで、
其有離

現今の機に
陰霊
原板と云ふ物があれ
ば此耐
酸銀

い
御恩を
戴いて
居ると云ふ
謬なの
です

の塗
つてある紙
を常て、
日光に
露出
せしめ
霊像を

其他=
ープス
とか

ダゲール
とか多(の
人に々依

得る事は
出来
ますが、
其時代には只
霊像を
作り出

つて逸に
葛属術
なる
ものが
完成せ
られた
ので
あリ

すと云ふ事が
重大な
問題で
あったの
です
から
此様

ます
兎に角種々
なる
苦心の
階段を
踏んで
批像を、

紙の上に

焼付ける事の
出来る
機に
なつたのは
最近

云ふ
日光
印霊紙も
有り
ましたが、
是は
一部分の人」

六七十年前
からで、
それには先づ
日光燐付の
印霊

に
使用せ
られて居た様
です。
鶏卵紙の次に
相常中

紙が
始めであるの
です

を
利かせて居たのは

ビーォーピーで
あり
ますが現

其租先はと云へ
ば

ゥェウヂゥッドや

デーヴィー

在では殆んど
設明的な
方面に用
ふる
のみと云
つて

であリ
ます
から
大いに
感謝を
せれば
なり
ません。

も
良い
位置に成
つて
居ります

日光
印霊紙と銘を
打つて
一般に用
ひられた
最初

ピー

オーピーと同
時代に
高等
印霊紙と
せられて

の印霊紙は
鶏卵紙で
あつて、
我闘では
慶態
年間か

居たのは、

セロイヂン紙で我図では

アリスト
白金

ら、
明治二十三
四年頃の間
盛んに用ひられ
ました

紙と榊して人像
寡属には最も
重用
せ
られたの
です

が、
其後は

ピーォーピーや、

セロイデン紙に
其勢

虚が
先年の
厭洲
大戦の勃
と共に、
村料
供給等の

力を奪はれ
て今では
釜然
其姿を
見る事は
出来
ませ

閣係上途に
印霊紙の
大勢は
現像印霊紙に疑
遷せら

ん。
吾々
の
顧父母や
父母の若い
時代の
古い
寡属に

れ
現在に
至つたの
です。

は、
これを用
ひられて出楽て居る
無
取つた
もの等

セロイヂン紙の
美しい
調子は
到底
現今の
現像印

を折に胴れて
見出す事が
あり
ます。

藍紙の
及ぶ可きでは
あり
ません。
如何程

アーチュ

ビーォーピーや

セロイヂン紙の他に
ザルッ紙と

ラや

ヴイタヴアの

グラデーションが人像に
適して
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居ると
賞識しても

セロイヂン紙の標な

グラデーシ

へば印
逝紙と
する
原紙に
鶏卵の
蛋白を
布き
硝酸銀

ョンには
遠く
及ばぬ事でせう。

等の
感光薬品
で
感光
作用を起す虐
の
鶏卵紙は、
差

トー》m)

前述の印書紙も、

ピーオービーを
除く外、
今日

調
の長い
と云ふ
特長は
あり
ますが、
其
保存力

では
現像印造紙に共
勢力を奪
はれて、
1
般葛真家

に
至っては賞に
弱いの
です。

でも亦

アマチュア
寡冥家でも用ひて
居る人は殆ん

ビー

オーピーに於ては、
印霊膜が
阿腸で
作られ

ど
あり
ます
まい。

て居て、
共感光
成分には
願化銀と
其他
幾分かの有

今日
日光
印霊紙で用
ひられて
居るのは、
セルフ

HPミ
AmA

機
酸類と
硝酸銀が
含まれ乳白剤が
出来て
居るの

トーニングと稀して只

ハイボー液
のみ
にて
仕上げ

で、

ピーォービーの乳自剤は水を
多量に
吸収
する

を行

ふと云ふ
簡軍な印書紙で
特に

アマチュア
寓真

為め、
夏期の
温度の高い
時期には
膜画を
損じ
易い

家に
撒迎
せられて
居り
ます。

ので、
腫れ物に
でも綱れる様に
大事に
取扱は
ねば

日光印裁紙が
衰微したのは
時代の
焚化が
新しき

物を
要求した
結果も
あり
ませう、が
日光印
濫紙の

セロイヂン紙に至
つては、
膜面の
溶解
などと云

ゼトト 。

様な
作業上の
繁雑や
能率上に閣係
の
ある事は
現代

ふ
心配は
少しも
あり
ません。
それは
阿腿の
代りに、

の
哀短な
人に々は
向か
なく
なつて来たの
です。例

1

ロヂョンを用ひて
ある鑑めで、
感光
成分には、

矢張リ
卿化銀が用ひら
れて
あるの
です。
併し此印一

くから
最も
趣味
ある印蓋法

として
賞せ
られて
居る

藍紙は
仕上の際に
薬液中に
浸すと、
倦き付いて
困

護談印
法が
あり
ます。
手数を
要する丈に其努
力

ると云ふ
そして
膜而に
ヒくの
出来ると云ふ
鉄詰の

に報
ゆる
快味の大なる
事は
申す
までも
無い、
其慶一

ある
代物
です。

理法は

純然たる
爽術であリ
ます。
是れの
特長は印

兎に角是等
日光
印霊紙の線盤
を通じて、
焼付か

霊紙を
自分で
作る
め
自由な
原紙を
選ぶ事が
出楽

ら
仕上げ
までには
可成リの
時間を
要し、
全て
気長

亦
自分の好
のみ
色調に
焼付る事が
出来るの
です。

に行はねば
なり
ません。
若しも
曇天や
雨天の
場合

感光
主要分たる
重
クロlム
酸臨(
加里
又は
アン

には、
其能率は
全然
ゼロと云
つても
良い位の
大鉄

モニア)と
好みの絢具を

アラビァゴムに
溶かし込

語を
持つて
居り
ます。
入梅時の橡に
毎日
強烈な太一

み
原紙に
塗布し、
焼付、
水洗、
千燥と云ふ
順序を一

陽を
拝む事が出楽ない等と
云つ
たらば
焼付は
更に

反復十二三回位を

繰り返し
ます。
これが亦
ゴム印

追行しない
事
でしょう。

霊法の
特長なの
です。
以上
述べて楽た他にも
直接

十年
斗リ
以前
までは
新屋の
明後日と
並べて宮賞

日光を
利用して
焼付けを行ふ
背篤属、

ヵーボンチ

屋の
明後日と云ふ
言葉が
有つたのも、
それ等の鉄

ッシュ等が
あり
ますが
後日に
醸り
ます。
日光
印霊

鮎の僑めに
常然
作られた
悪口な
ので
あり
ませう。

紙が
時代の
要求に
如何程の
闘係を
作ったか
興味あ

こうして
日光
印霊紙は
衰微して楽
ましたが、
古

る
問題であろ
とう
思はれます
。(をはリ)
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キヤットと

キヤメラ

カリン、

カドビー

(

PHOTO-
ERA
から

如)

私達が
寡域の
モデル
として猫を
取扱つた時に猫.

と
同様に猫を
取扱つた
ので
あつた。

例へば彼の食

好きの友は
驚いて
言つた。

事に
残飯を興へても猫が夫れを喰は
なかつ
たら、

「君は猫を
理解して居
ないね。
我が々猫を
取扱ふ

彼は腹がすく

だらら。
戸口に猫が
居る時に、彼が通

には彼に封する
周到な
注意が
必要なんだよ、
君は

らずに
ぐず々
し々て
居る
ならば、
這入り
たく
ない

犬を
撮るには
慣れて
居るがね。」

ので
あらうと扉を
閉める、
位な
理解
を以て。

質際、
私達は犬を
取扱ふには充分
慣れて
居るが

然し私達の知
つて
居る範闇に於て猫に就て
書い

猫に劉しては、
殊に彼の復雑な
性格に劉しては何

等の
研究をも僑て居
ないので
あった、
にも拘
はら

若し私達が
自分の墓所に
居る
虎猫の
ヂェンを使

ず私達は猫を
モデルに
使つたので
ある。
猫の
心理

つて
撮つた
なら、
私達の
取扱ひ方
でも
或は
成巧し

なんぞは
別に
考へもし
なかつた
ので、
例時もの犬

た
かも
知れ
なかつた。
然し
寡冥に
するに就て私達一

は
美的で
上品に
育つた、
優雅な

可愛らしい
、
身燈

い
調和が
あった、
彼が共
柔軟は鍵を
動かす度毎に

の
釣合の
取れた猫を
必要とした。夫れには
ペルシ

彼の
毛並みが
脊銀色
から
黒い斑らへと焚
つて
行く

ャ猫を使はねば
なら
なかつたので
ある。
御
承知の

ので
あった。

通り
其様な
完全な猫や、
生梓の
交り気のない
べル

私達が

テオドシァに依
つて楽術的の罰象を得た

シャ猫は
滅多には居
ない。
これ等
貴族的な猫と比

事は
否め
ない
事柄で
あった、
然し私達の
目的はカ

較して、
わが豪所の
虎猫
などは共
性格の躍純
質朴一

メラに封して或る
モデルを
必要と
する
ので、
私違一

さは
殆ど犬の如
うな
もので
あった。

の室に
装飾を
必要と
するので
、
は
なかつた
のであ

私達の不適営
な
取扱で
問題と
なつたのは、
テオ

る。
富域の
モデル
として彼れ

テォドシアを
選んだ

ドシアと
呼ぶ猫で
あった。彼は
熊度の
上品な、立

のは
失敗で
あった。

派な
動物で見る
から
美しい快
よい猫で
あつた。

「猫は
じつ
として
居
ない
動物である
。

テオドシア

彼が暖耀の前に

座り込ん
だり、日富リの
良い窓

は何の
必要の僑めに
自分が伴れ
られて楽
たかを知

枠の上で微を展ばしたリ、
した時の姿は私達の宝一

り而して
其件
られて楽た事賞に
不満で
あったのは

の
立派な
装飾品で
あった。彼の
美事な
黄色い目球

疑ひ
ない。
多分彼は、

ベルシャ猫を
或る何等かQ目

は
賓石と
輝き。
小さい耳は
霧子、
貝殻の
つや々
か

的に役
たてや
うと私達が
考へるのは
不都合な事だ

さを
持ち、
灰
青色の彼の
毛皮には光と影の美
くし

と彼れ
自身思
つて居たに
相違
ないのである。
如何
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に彼れが私達と
一しょに
温願にして
居る時でも.

態を彼れ

テオドシアに
保た
しめる
と共に、彼を退

カメラの目球は彼を、
温願な猫
から
狂つた猿や敵

屈させぬ僑めに私達は、
静かに彼のお
相手を
試み

意を
持つ
購馬に
楚化さ
せるので
あった。

た。

けれども
一度
撮影に

取り掛るや、
静穏は
保た

不幸にして
カメラの
持つ
能力を
疫揮させるに

れ
なかつた、

テォドシアは
一瞬の
猶像も
なく、突

は、
モデルを
少時
一つ
場所に
静かに
置かれば
なら

進し

飛び掛り、
狼の
如く
窓掛布に
高く
馳せ上
つて

ぬ。私達の今の
場合には
白い布に蔽
はれた
テーズ

撮影を
妨げるので
あった。
私達が
如何に
優しく彼

ル、の上に彼を
置く
必要が
ある。
此少時の
必要な状

れを導
からと
試みても
私達は
醜い
瞬馬の如うな

恰好で蹴いて
動か
ない猫に劉して居
なければ
はら

なかつた。
怒れる尾を

ふるわす
悪魔的
表現を
持つ

彼を鞭
によって
のみ激力を
持つ螺馬
なみに
取扱は一

なければ
なら
なかつたのである。

然しながら
撮影
から
離れての

テオドシアは
非常

な
魅惑的の性格
を
持つて居た。
而して彼自身は
手

の
つけ
られぬ
悪い
モデルで
あった

けれども、一面

に於て彼は私達の
最良の
モデルで
あつので
ある。

テォドシアが
仔猫を
生んだ、
夫れが
生れた日に虎

すつかり

誤魔化されて
しまつたのである。

猫
チエンは
大きな
わら
を以て豪所
から
あら
ばれた

彼

テォドシアの
仔猫は
立派に生
たつた、
私達が

私達は
ヂェンを

テォドシアの
家庭の氷仕者とし、

信じた
通り
質朴な
ヂェンに
差育された彼は申分の

テォドシアの小供の
乳母としたので
あった。私達

たい
優良な
モデルに

育てあげ
られたので
あった。

は
貴族的な

テオドシアが
母性
義務
から死
かれる事」

私は彼の歩るく
自然の姿を
撮らうと
試みた。
其

を
喜ぶで
あらうと
考へた
からである
。

けれども犬」

時彼は
白布を
掛け
られた

デープルの上に、
カメラ

れは私達の考へ
遣
ひで
あつた。
私達は

テォドシア

に
見つめ
られ
ながら眼
つて居たので
ある。
私達は

を
慰める儒めに
ヂェンの
仔猫を彼の
養ひ子と
する

彼が
起き上
つて畿を
うんと展して
歩き
出す、
其瞬

必要を
認めたので
あった。

間の姿を撮
つて
やららと、
細心の
注意を排
つて共

取り
換子は好
結果を得た、

テォドシアも
矢張世

時を
待った。彼は熟く
眠った夫れは私達に
取つて

間並の親猫と合様に
子猫を
育てるのが
好か
つたの

監分
長い、

待遠しい
時間で
あつた。

で
あった、私達と彼れとの此
交渉は
成巧で
あった。

彼
以外の二匹の

ベルシャ猫は私達
自身の手で育

テオドシアは彼
自身の
仔猫が
近づく事を
許さなか

てたので
あった、
これも相
常に
良い
モデルに
育つ

った、
もし
仔猫が彼に近
ついた
場合には
烈しく
叱

たので
あった。
始終共遷に
遊んで
居る
彼等は私達

かり
退け
られるので
あった

テォドシアは私達に

に
多くの牧獲を
修せた。
極る
調法な
彼等で
あつた。
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壁に背を
向けて
居る
彼等の姿も興
ある
もの
であ

私達か
易興の
モデル
としてべル
シャ猫の
必要が一

なくな
つて後、
彼等を
やめやうと
思つた。
然し兎

に角、彼等
の物
好みや
厚額にも指
わらず
彼等は私

達の室、毛跳も
敷かれて
無い
貧弱な室に於て、
彼

等は
相営に
色彩を
添える
役目を
務めて居た
のであ

った、
彼等は

一歩々々
すり寄リ
ながら、
鳴きなが

ら
後退リ
する
彼等の目は
丸く光
つて居た。

ペルシャ猫である
彼等は賞譜に個
する
恰桐者で

あつた。
而して
少しの事にも
驚き
易いので
、
耀草

の姻を

吹き掛ける丈でも
彼等を
驚かすに充分
であ

った。私達は
彼等が
上品に

育て上げ
られた猫達で

あるのを
考へると、
彼等の
始末を
つける事に頭を

なやまして見ては
結局私達は
敗けて
しまう
のであ

った。
薦一私達が
彼等の
好きな
食物を
彼等に興へ

なかつ
たら、
彼等は
断食をして
しまうで
あらら、

悠然と
調歩
する
彼等の僑めに
常に
戸口を
開けて置

か
なければ、
彼等は

閉め出しを
喰った
戸外で
感冒

に
掛るで
あらう。
私達は
敗けた、
何にしても
彼等

は美
くしい、
優雅である
、而して
常に
愛矯の
ある

彼等である
。私達は
彼等の
始末を
つける事は
出来

得
ない墓術的

印霊を
作らうと
する人には箱
霊的に物を

考へる事を挙

ばねばならぬ。
故に
提供された物:

其物
から
離れて締
として
見る事、
線や形の
配合が

夫れ
自身快
快い
感じの
満足な素地
で形造
くられた一

絢
として、
見る事に
慣れ
なければ
ならない。(
終)
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舟が
水の上を
動いて行のが面自い。

舟と
景色が
好きで
カメラは
向け
なかつた。

太陽は今路に
落ちゃう
として
水の
流れを
引きつ

ける
やうでは
あるが、
舟は太陽に
反逝して月の世

界へ
でも
つき
進むかの様に見
ゆるのは
長瀞の
景色

で
ある。
その舟と水と岩とを
愛さ
ないで私は
その

舟が、
この水と岩とを
背景
として
光るのを
見る事

を
好む。
この舟と水と岩と舟の醜(
のと、水の
流れ

と岩の色と
それ等を幾年か
年月の継
過した時に、

美
くしき
思出とせんが怪めに私は
カメラを
向け

た。
私は私の
思出に
綜厳
なる
慣値を
認める。」

夕照の
基滞は舟の
動きと水の
流れと岩の色とで

美
くしき
慣値が
あるのだ。行

內正
男

寫真
-
の
手機
藝

其二、
植木鉢の
カバーと一輪
ざし

彫に
なる
程度に
削り、

倒つた
部分は
わざと刀の

植木鉢の
カバー、機の
薄板、五寸五分と六寸五分

あとを
つけて
置き、
其上
から淡線の絢具で
塗リっ

のやa
長方形の
もの四枚、
四隅と
下部を
少し
切リ

ぶし
乾いて
から

サンドペーバで
軽く
磨リ
ました。

取
つて
恰好を
つけ
ました。
葛冥は
あきと、
が秘職

馬は姪しを
掛けた銀で
浮彫と
なり周園は線の
濃淡

の

ブロンズの馬で
帝室技
蒸員
新海
竹太郎氏作のも

で夫れを

引きたて、
居り、
一寸
雅趣の
ある
ものが

の、
夫れを
二つの異った
方面
から
撮つた
もので、

出来
ました。
出楽上
つた板の雨脇に穴を
あけ、
絹

縛篤
現像紙〈密
で

焼きつけ
ました。
薄板の適賞

紐
を以て

綴リ合せ、
薄板の底を
つけ
ました。
方形

の
部分
丁度馬の燈に
なる虚丈に

ゼラチンで
銀箔を一

の
四方に各一頭
づ、の馬を
飾つた箱、花を
附けた

置き、
更に
其上に

ゼラチンを
引いて、
前の馬の絢

植木の鉢を中に
入れて
書棚の上
あたリに
置くに適

を
其上に
韓寡し
ました。丸刀(
これは
木彫に使ふ

富な
ものが
出来
あがリ
ました。

烈物の名)
で馬
だけを残して
其周園を馬が浮

一
輪
ざし、
これは、
あきと、の
貧弱な豪所の隅
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に縛が
つて居た
小さい焼
もとの
徳利で
あり
ます。

金
騰が
茶色を都
びた淡
鼠色をして
居る
ので
北一部

を自の

エナメルで塗
つて
乾かし

ゼラチンを引
まし

た。
寡冥は御
近所の
新宿園に
居るバ禽で
あり
ます

これを
縛葛
現像紙へ
密着で
焼き
附け、
セビャの調

色液で
仕上げ
ました。
前の
徳利の

エナメルを
塗っ

た
部分へ
メタ韓寓法で
韓篤し
必要
以外の膜を
削リ

取り、
セビャの油絢具で
仕上をしたので
あり
ます。

深山の
水禽の群
から
擬我された

ベリカン君に
依つ

て
飾られた一輪
ざし。
其べ
リカン君の
居る
反勤の

側に
天金の二学が
書かれて
ある
ので
あり
ます、此

文字は
わが一輪
ざし
徳利君の
龍身を
語る
もので、

彼は賞に
銀座の
名物
天金
から、
小生の薬所へ
運ば

れた
もので
あつた
ので

あリます

質疑

應答

質問の要鮎を
詳細に
認め、六榎証
工場内、
江頭宛
郵途
せられ

たし、
念速
回答を
望まる、向、
公表を
欲せ
られ
ざる問は、
其旨

附記し
返信料
封入
あらば私信

を以て
回答す。

問
可
なり
久しい間
葛冥に
親しんで参リ
まし

が見へ
ない程
黒くは
ない者が
最良で
あると
肥し

たが
近頃
最良の
原版の濃さに就い
て疑を
持つ様一

て
あり
ました、
最陽部の濃さと云ふ者は
一畿ど

に
なり
ました、
或る人の
最良と稲
する
原版は私

の位の者が
標準になる
者で
御座いま
しゃうか、

の目には

如何にも薄
そうに見へ
ますし、又他の

御
示敦を
願ひ
ます

或人は臆分濃い者
を作
つて
得意で居
られます
。

名古屋 市
太
田貞
子

いつか
或る本か
雑誌
でしたかで識んだのに

答
是は
極めて
重要な
問題
ですが又
極めて六

は、
最暗都でも夫を
活字の上に営てて見て共字

ヶ
敷い
問題でも
あり
ます
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原板の
一番
淡い
部分と
一番
濃い
部分の濃さの

きかと
申すに、
夫は
一番
薄い所と
較べて見ての

比を共
原板の
照膨と
申し
ます。

話で、
一番
薄い所が素
硝子
同様に
授けて
居ると

原板の

コントラストは

焼き付け可き印
濫紙の

すれは、
一番
濃い所を
新聞紙の上に常て入見て

性質に依
つて
異る可きで、
例ば

コントラストベ

其活字が見へ
ない位に
濃い者は
セプラ、
セルタ

ロックスの如き
硬調の印霊に

焼き付けるには成

等には
適します
が
現像紙には
照鹿が強
過ぎて到一

る可く
濃淡の差の甚
しから
ざる
即ち

ュントラス

底物に
なり
ません
ので相常
明瞭に見
へる位でな

トの
少き
原板を用ひ、
POPや
セプラ、
セルタ、

ければ
なり
ません、俳し
一番
薄い所が稽か
ふつ

カーボン、

アーチュラー、等に

焼き付けるには一

て
居る者では、
最濃部は活字が
全然見へ
なくな

濃淡の差の相営に
強き

コントラスト
陰霊に
仕上

る位の濃さを
持つて居て
然る可き者
です。

げねばなり
ません、是は
張弱相
異る
二三の
原板

併し斯
うした
濃い
とか
淡い
とか、
照塵が
張い

を
用ひ、

コントラストペ
ロックス、

アーチュラ

とか
弱いとかと云ふ
問題は
到底話や
文章で共程

ー、
セルタ(
或は
セプラ)で
焼き
較べて見て二

度を
云ひ現
はせる者で
あり
ません
から

つまリは

三の賞験を
すれは
自然に
明瞭に
判リ
ます。

其道の
先輩

について賞物
示導を
受けるか
或は自

夫
から
一見
濃い所を
どの位の濃さに
仕上ぐ可

身で
試験的に
焼き
較べて
研究を
する
より外はあ

る
まいと
思ひ
ます。

れが
上等な
リや

廣島市
S

生

最近

ヵメラマンの
仲間に
入り
ました、そ

答
乾版
或は
印霊紙を
少しも
光線に
合せずに

して二三
ヶ月前
から『
趣味』を讃
んで居
ますが、

暗宝の中で
直ちに
現像液に浸し、
乾板
ならば五

誌中
諸に々『
かぶり』と云ふ
言葉があり
相
営重

六
分間、印
濫紙
ならば二三
分間
現像し
ます、
無

要
らしい事とは
思はれ
ますが共
意味が
判り
ませ

論何も出
ません、夫を
一寸
水洗して
ハイボ注で

ん、ど1か御
設明を願
ます。

定着して見
ますと、
乾板は素
硝子の
如く、
印霊

スクリーンを
必要と
するは

如何なる
場合
であ

紙は
純白な自紙に
等しく見〈るのが
常道です
、

り
ますか、
確子の
色合は幾種程
あり
如何なる
色

然るに、

か

如何なる
場合に
必要
ですか。

1、
乾板や印霊紙が
非常に古い時
。

我等
初心

アマチュアーの
日常
常備す可き
印書

ニ、
現像液の
調合法が
悪いか或は
有害物が
飛び

紙の
種類。

込んだ時。

濁逸

ェルネマン製葛冥機に附
着せる鏡玉に

三、
臭素
加里の
添加を
忘れた時。

F= 16.em
J云ふ者
あり、
RR
鏡玉と
較べて何

四、
現像中の
温度が高
過ぎた時。
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五、
暗室
燈光が
明る
過ぎる、
若くは
除り
接近し

可き所(
黒髪、
木の蔭、
穴の
中等の
如き)が薄

て
長時間
照らし
過ぎる。

黒く
なる、
斯
かる印書
乃至
原板を
かぶつた
印霊

六、
1寸でも自
光線に
解れる。

或は
かぶつた
種板と稀し、
到底
上等の葛冥とは

以上の内の一項
或は
敷項に簡れたと
すると、

なり
ません。

印霊紙は
純白に
ならずに薄
鼠色に
色づき、
乾板

かぶりを
裸防
するには前揚の各修に
特調
せざ

は素
硝子に
ならずに
薄く媒
ぶつた様に
なり
ます

る事が第一
ですが、
乾板や
ヒルム、
若くは
印霊一

是を
かぶりと唱し
ます。

紙の
古い者、
不良の者、
光線を
引いて
居る者等

若し
露出した
乾板、
焼き付た
印紙を
現像す

先天的のが
ふりに至
つては、
其程度に
依り
現像

る際に
前述の
事項に簡れたと
すれは、
締は型の

液を冷
くし、
臭素
加里を五倍位に
増加し、
露出

如くに現はれて
は楽ます
が
暫くにして日が
暮れ

若(は
焼度を
増し、
現像
時間を
成る可く
短くし

る様に至面一壁に簿
黒くな
つて、
翰
として純白一

て
引き
上る事に依て
或る
程度迄は救
はれます。

に
上る可き所(
即ち
洋服の
カラ1
とか小供の自

二、
整色

スクリーンは
普通
黄色と定
まつた者

ェブロン
とか、雪の
輝いた所の
如き)が薄
鼠色

で只比色の
濃淡の差が
ある
のみ
ですが、
普通は

に
なり、
乾板に於ては素
硝子の如(
透明に
なる

「六倍」と
する濃さの者一枚
あれば
深山
です。

スクリーンを
必要と
するは、
天空の雲を
列然

右の様に備へて
置いて共
原板の
出来茶へに依

と葛し
出し度き
場合、
遠川、
雪景、
海景を葛す

て
適富
する印霊紙を使へば
常に
成功疑
ひなし

時、
茶の花、
枯草、
紅葉、
稲田、
黄巴の花、
其

四、F=
16.Cm
とは
其鏡玉の
焦鰭
距離が十六

他
色の者を
明るく
出さんと
欲する時
です

仙米
なる事の
意味で、
鏡玉良否を列
別
するの意一

三、印書紙は
原板の
濃淡に依
つて大々
適富の

味とは
なり
ませぬ
とか恥
とか
とかの
数字に

者を
撰躍す可き
ですが

って共
明るさ
が
例り

Tesser
とか

Dagofere

原板の
調子張~
濃厚
なる者、黒自の
照鹿
甚敷

Jる
Hellis
とか

Collinin
とかの名に依つて

者に劉してはァー
チュ
ラー
アィ
リス、
セルタ、

其良否を
判別
するの
です
から、
其名と弘とを伺

セプラ、

セルトナ、
POF
等宜敷。

は
なければ
RR
より
良いか
悪いかを
列断
する事

原板の
調子中度
なる者には、

は
出来
ませぬ。

コンガス.
アゾ、

レギュラー
ベ
ロックス等の

內
一種。原板の

調子薄〈黒自の差
少き者に
は、

1、

テスター鏡玉は
比較的
優良な者
でしょうか

コントラスト
ベ
ロックス、

コンガス。

二、
ヴェロ二類鏡玉とは
何れが
優良
ですか
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三、

アイデャ
臓
ヵメラに
ソフト

フォーカスレ

文塵
塞印霊は
色調して
構ひ
ませんか。

ンズを装
する事が出楽
ますか。

七、
初霜の倦十七
ベージに『
須摩寺の
池畔』と

四、
初霜の倦の三1
ページに
濃淡の髪化の
配列

云ふ
葛属
及肥事が
あり
ますね、
あの
肥事中に

が載
つて居
ますが、

フイルムに

スクリーン使

リヤを
弘に
絞り六倍

スクリーンを装してシ

用の
場合もあの
通り
ですか

ャッターは/秒と
あり
ますが、私の

テスター

五、

イースト
マン

フイルムには何
現像液が
適営

鏡玉では
とても
不可能の事
です、
心位の
レン

ですか、
私は纏ての
現像に
アミド1ルを
使用

ズを弘に
絞るとんを
所に
絞った時
よりも
明る

して居
ますが、
調合の
簡軍な
代リに、
何故が

くなるん
ですか

もつとも
あれは
水面
ですが、

色調が

弱々しくして
奇麗に
焼ける
原板が得ら

テスター%の

明け放しでも、秋の
正午頃二丁

れ
ません。

位の
近景を
撮るにん秒
にては
露出が
大分
不足一

六、
趣味豪紙が
あり
ます
から
塵募し度
いと
思ひ

で
薄い者になリ、

コントラスト
ベロ
ツクスを

ますが、
賞際
隔月に審査
するん
ですか、
去年

使用しても
到底
駄目
でした、其
理由を御
示し

背葉の倦よリ三冊
手許に
あり
ますが、
懸賞後

表は
初霜の巻に
しか
あり
ません様
ですね。

福鳥縣
直
井清

答

無水
亜硫酸
曹達

……七五、瓦一

第式
原液

1、

テスターL鏡玉は
あまリ
上等の者とは
申さ

六
〇〇、

れ
ません
ヴェロ四類の方が巡に
上等
です。

無水
炭酸
曹達

…
六五、瓦

二、

アイデャ
受脱には
ソフト

ホーカス
レンズは一

第三
原液

そ

……………………
〇〇、

付き
ません(
アイデャ
登臓は
名刺判
です
から)

右
使用に
臨み各波一〇、8宛を
混合し水を加

三、
あの
濃淡の
排列は
普通
乾板で
撮った時の順

へて
一〇〇、8
となし、
臭素
加里十倍液二三滴」

序で、
整色
乾板や
ヒルムに

スクリーンを
使用

を加
ふた液で
乾板
或は
ヒルムを
裏面
から見て」

した時とは全然
異リ
ます。

充分締が現はれる
まで
現像を
押ぜば
色調の鮮

四、
アミド1ルは
調合は
簡単
ですが陰板の
現像

明な力
ある
原板を
得る事疑
ひなし。

には設食
酸の方が溢に
良好な
結果を興へ
ます

五、
趣味豪紙塵募
印書は
原稿のメ切
までに
集ま

其虚法は、

った分を
審査
するの
です、寓冥版にして
誌上

KOO'8

に
載せる事にしたのは
初霜の俗が初て、す、

|
無水
亜硫酸
曹達」

|小
酷酸

(焦性没食酸

第
萱原液人

第
其版にする
のに
困り
ます
から
セピャの外は

:
近、0

-豪、
オンス

調色し
ないで題ひ
ます。
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六、
初霜の徐十七頁に
出して
置き
ました
須磨寺一

同じ謎
ですが、

テスターのんと云ふのは聯か

の
池畔あれば
賞際には
大分
露出
不足
でした、

怪しい者で馴の所
まで
廻しても天が質際の

無論は
初
から列
つては居
ましたが、
蒼い秋」

で
あるや
否やは疑は
しい者
です。

空に夢の様に
浮んだ一問の雲を
出す越には、

何としても弘に
絞られば
ならす、又連波
がざ

私は
六概
祉裂
パール二
力
メラを
所持し

1
つと
立つ中を
鶏島が全越で
泳ぐの
です
から

て居
ますが是に
附腸す可き

スクリーンを
求め度

是叉_。秒
以上の

シャターでは
到底
留まり
ませ

いと
思ひ
ます、
名刺剣です
が何
曾証製の
何と云

ん、
此南者に
徐儀
なくせ
られて、
露出
不足を

ふ

スクリーンを
求め

たらいょ
でしょうか

登悟の前で
撮影したの
でした、

ですから
現像

バール二競の絞の式はU、S式
でしょうか、

は始
から
其積りで液を普通
の五倍位に
薄め一

F式
でしょうか、
酸性
定着液を左の虚法
にて製

時間
近くもかと
つて
現像して
やつと彼の位ま

作して居
ますが
一度も
使用せ
ざるに、四五日編

で沖ぎ
付けたの
です。

つと
沈澱物が
出来て
気持が
悪いの
ですが数力に

を動に投
っても、
脱を監に
絞っても
基弘

髪リは
ない
でしょうか。

たるの
結果には
髪り
なく、
従
つて
露出
時間は

處方

四五O”

ーの
型式が
判ら
なければ是叉申
上られ
ません、

甲
液

結晶
ハイボー

11
四、瓦、

俳し共敷字が
4、8、昭、昭、阻、沿と云ふ風

水

…1
五○'8

に
書いてあれ
ば
U5式で5、的、即、吐、瓜、

乙波
無水
亜硫酸
曹達、

:二八、瓦

盟等の敷字で
あればF式と
思ふて
差支
あり
ませ

並酷酸

…八五、0

甲液
全量に封して乙液四五的を加ふ。

酸性
定着液の
濁るのは是れ凝も
なく
酷酸の過

愛媛縣今

岡雅美

量に
依る者
です、
並酷酸八五四と云ふのを二近一

答

スクリーンには
丸い

ホールダーが
あつて

8に
減じて
御覧
なさい
きつと
濁ら
ずに
出来
ます

鏡玉口に

はめ込む様に
出来て居
ます
から、
只パ

ール二
名刺型とのみ
にて
其鏡玉が
判明し
ない

口口

ミニ
エチュ
アーク
ラップ
カメラの
ホーカ

と魔
つて何鍵と云ふ事が申
上られ
ません、
其鏡

ル

プレーン

シャター
度表は
寡冥器の豪に表と

玉名(
或は口継の
寸法)を御
知らせ
下さい。

なりて
取付
あるも、
共表は
一部分(

テンション

絞リの肥臓が
US式
なるかF式
なるかは
其シ

2)の
取扱に封
する丈にして共他の敷字に釘す

ヤターの
種類に依
つて
異り
ます
から、其
シャター

る
速度は
更に
なし就ては2
以外
即ち

0、1、3、
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6、9の
場合の
速度御
示し被下度候。

斯の
如き
次第
でして此
質疑丈けは他の
諸君へ

長野察
固
技

準太郎

も御同様
降参の外
あり
ません。

外
數
氏

警、

貴下と御
同様の
質問が
方々
から櫛の歯を

ォート

クローム板反韓剤は過

マンガン酸

引く
如く参
つて居
ますが、
是は
どうも富方では

加里と
硫酸と
或は重

クローム酸
加里と
硫酸と何

到り錠
ます
ので、
方の々
カメラ通にも

聞き合せ

れが
正しき者に候や、
小生は
此反韓法を
貴下後

ましたが一も
明確な
解決を
つけた人が
あり
ませ

明の
縛宮
現像紙に
臨用し
度く存じ
候、
何れが適

富に
俊や、
毎々
御願
致候
直接
撮影用高
感光度輔

勿論毎敷学に就て
一々
其開口
時間を
管測して

葛
現像紙は未た
御製
出無之候や、
小生の
知己友一

見れば
判ります
が、

シャター
滋度の質測は仲々

人
にて韓現
直接
撮影法に
鳴目する
者
多々
有之進

面倒な事
でしてをい
それと質行
致し黛
ます。

行の
程度御何致度
候。

尤も
製造元でも
此疑問には
弱つたと見(
まし

響
崎
融

て
近来の品は悲く
シャターの表を
改正して
一目

答
反韓法に於て重
クロlム酸
加里と過
マン

瞭然と
判る様な者に
いたし
ました。

ガン酸
加里とは殆んど
同一の作用
を管む者
にて

何れ
にて差
支無之濃さも
共に二%
前後の液
にて

ベスト側のロl

ルヒルム
として

イースト
マン

宜候、只過

マンガン酸
加里の方は鞘も
すれば

の外に
どんな
種類が
あります
か、
其箇々
の
特徴

汚染を
生ずるの倶
あるも、重
クロlム酸
加里と

と
慣格はい
かぐ
でしょうか

硫酸
なれば
去る患
なし、
縛現紙反韓用
としては

冬期

ベストル
にて十五分一では度
不足に
なり

黒

クローム酸
加里と
硫酸の方
宣敷と
存候。

ませうか、
雪景は
どの位の
露出でい」
でしょう。

高速
韓現紙は
既に
出来
致し目下
賓の
準備

スクリーン
(イ1

ストマン製に非ず)が
ある

中に侯。

の
ですが濃さが
剣り
ません、
素人が
試験
するに

は
どうしたらい
で
しようか。

同封の
引伸
印憲に現
はれたる汚
鰭の
原因

埼玉豚
吉
原
久
一

口と
共像
防法
初め黄
褐色に現
はれ
乾燥
するに
従つ

答

御込付の印霊の
黄色い班は疑も
なく
定着

て
現物の様な
汚諸と
なる
もので
あり
ます

のむら
です、
其部分火け
定着液が
廻ら
なかつた

家薬の徐暇に
葛属を築んで
居る者
ですが
現像

為に黄色
の
臭化銀が
其霊
獲留し、
其臭化銀が日

薬は
既製品が
よい
でしょうか、又
自分で
調合す

光に
出さ
れる
と共に
鼠色に
感光したの
です、
散

るとし
たら何が
いとで
しようか
其席方を。

に
未だ
鼠色に
なら
ない内に
再び
定着液に
浸せば
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黄染は跡方も
なく脱れ
ますが、
鼠色に
なつた所

是が
丁度或百加
です
から共
一番上の線
まで水を一

は

何としても脱く露に
参り
ません。

充たし共中に

狼防法は
定着の際に
ハイボ液中に
完全に
沈め

無水
亜硬酸
曹達

五、瓦C一匁三分三

る事で、
定着
時間は
少くも五分
以上を
要する事

ト
ューミ

1
瓦(
三分六原六毛)

Pト

臭素
加里:

:14、瓦(米粒二粒位)

現像液は
既製品を買
つても
自分で
調合して.も

を
入れ松を
固くして
よく
振り
動かし、
全部
溶け

同じ事で、
自分で
調合
する事を
面倒と
思は
ない

れば夫で
現像液は
出来上
つたの
です、

現像液

人は
自ら
調合して
使った方が
趣味も
深し、
又研

で
乾板でも「

フィルム」
でも印書紙でも皆
現像

究にも
なり
ますが、
是を
面倒だと
思ふ人は
既製一

出来
ます。

品を
買って使へば
軽便で
あると云ふ位の差で

ベ
スト側のロl

ルヒルムには

ィーストマン

ィムベリヤル、

アグァア、

バイエル

イルホー

現像液の虚方は
種々
あり
ますが
一番
簡便にし

ド等が
あり
ますが、

イースト
マンガ
一番
歴史が

て又
良果
あるは

アミドール
現像液
でしょう。

古い丈けに又
一番宣博が
甘いオに
一番
世界的に

醤者が
水薬を
入れて臭
れる薬撃の
大人二日分、

度く行はれて
居
ますが、
寡度は就乾板の牛分
以下

です、
イル

ホールドと

イムペリヤル(
ライオン)

アグフア
……

五五、O

は
近頃
出楽たの
ですが
宮度は「

ィーストマン」

·五五、O

より巡に
早く、
乾板同橡で
かぶリも
なく
上等で

ィルホールド

五近、〇一

すが
耐久力が
疑問と
せられて居
ます、
新しいの

冬期
快晴の日で十『
から二時頃の間で
野外
なら

を使へば

イースト
マンよリ
上等
です。

ベ
スト四で
16秒が辛
ふじて
利き
ませうが
近景

アグフアは
葛度
遅く陽部の肉乗リが張
過ぎて

ゃ
人物
などは
到底
無理
です、
日蔭
ならばBで約一

影の部がすぼ状けになる
傾向が
あり
ます
から海

秒位は
必要
です、
海洋や
雪景の
晴天なら
ば
19

岸の
砂原や、
雪景や
などには
好適
ですが冬の日

薄雲
ならば
19、
暗雲
ならはBで
出来る丈け早

向と
日影を
含む景
などには
顔る
不向き
でした。

く、
位の所
でしょう。

し
最近に楽た者は大に
改良せられ
て葛度も

スクリーンの
試験は
整色
乾板三枚を
犠牲にし

ィーストマンよリ早(
差調も
軟かで
乾板と
大差

一は

スクリーン
無しに
適常と
思ふ
露出を
掛け。

なき
までに
進歩して居
ます、
慣格は小賓
値段と

次に

スクリーンを装して初の
露出の五倍を共

次に全
じく

スクリーンを装して十倍を
掛け
同時

ィーストマン:…

に
現像
すれば其
結果に依て
大凡の倍敷の見富が
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つきます、
細密に

見定めるには荷ほ
一度
試験を

トに成
つて
居る事
往々
です。

操り
返せは

よろしい。

貴下
養明の韓官
現像祇を
求め
ましたが、

ライオン
ロールe
ルムは
特に
感光度が連

膜を
制す時っ

ロヂォンの薄層が一所に
制けて楽

いと
書いて
あり
ますが
イースト
マンや

アゲフア

て
いつも
失敗して居
ます、
あいつが州いて
楽る

の
ヒルムに
比し何の位
速いの
ですか、
又
保存期

と
軟かな

ゼラチン膜を
ぎゆうと倦き
込むので散

眼や

グラデーションの
具合は
如何
でしょうか、

に々
破れて
仕舞
ます、
是を防ぐ

何とか
よい
方法

何御
いたし
ます

は
ない者
でしょうか

日本福春
山

花鳥

新潟螺
藤井
儀
-郎

答

ライオンロlル
ヒルムの
葛度は

スタンレ

答
鴨現紙の膜を
水中で釧ぐ時に

コロヂオン

I
やイル

ホールド
赤札位と
同等
です、

イースト

の
薄膜が
ゼラチン膜の
一部に
附着したまと制れ

マンや

アグフアは

ライオン
ヒルムの
速度の牛分

て来る
と、
其部分がひ
つつリの様にな
つて
始末

以下
です、併し
保存力に於ては

イースト
マンよ

に了
へない事は
度々
ある事
です。

り
劣る様で精
古いのは
かぶりを
生し
差調
フラッ

そこで夫を
防ぐ
方法
としては
現像
する前に紙

の
採過を一分
部課で

切り取る事
です、是は
工場

オン膜が
はげて楽
ます

で
多数を
重ねて箭裁する
時に
驚ち口の所が強歴

此韓$法を用
ふる時には定着
液に
硬膜剤を加

さ
れる鑑に\

ロヂオンと
原紙の間が
離れか、つ

へ
ない、
ハイポ丈けの
水溶淑を用ひ
水洗
水中に

て

コロヂォンは

ゼラチン膜の方へ
くつ附て
離れ

少し永(
漬けて
置くと膜面
所に々
自然に魅
ぶく

る
傾向が
あり、之を
現像し、
定脂し
水洗しても

れが
出来て共
部分を
指先きで採む様に
すると楽

n

ロヂオンと

ゼラチン膜とは
離れずに
一所に原

に
はがれ
ます。

紙
から
剃れて
楽る事に
なるの
です
から、
此
傾向

の出後鰭
たる
操遷の方を
換め
はさみで
はさみ取

縮
に

なる
歌

ると此
原因が
除かれ
ます。

ロ

文剰れた

ゼラチン膜の一小
部分に

コロヂオン

違つ
あふみ
大河
流る、
固
なかば

楽の花
さきぬ
富士の
あなたに

膜が
附着して
居る所が
あつ
たら、
指光きて
丁寧

品
子

に擦
つて

コロヂォン膜と

ゼラチン膜とを制か

小
流れの畔に
群れ
たる山羊の見
へ

し、
制け
かけた

コロヂォンの薄層を爪では
さん

牧場し
づけき春の
夕ぐれ

で
引つ
張ると丸で
玉子の
薄皮をむ(様に
コロヂ

赤
楊



味 趣 の 眞 寫 趣味 台紙 懸賞 印書 殺表

リリー F7.5* リリーニ競…… …アイデア A競3 三等一席荒波 繁二4 三等二席 高橋誠 アイデア B続5 四等一席森 久.. . スペシアルリリーヘリア F4.56 四等二席畑 -七寄男. アイデア B競 ヴォルタス F8… ……パール二 テスター F6.8… アイデア A続 二RRレンズミニマム アイデア
47 46

上段右三)

中段同
358
一部E

G6

1
ト

1
三四五*********

誌
友

諸君
に

告ぐ

昨年の暮、
誌友
規定を獲
表しまし
て
から
まだ百日に
なるか
なら
ない
のに、
誌友
申込は織々
として相織

ぎ
既に
百徐名の
多きに違し
ました。

誌友
規定を
変表
する事に就ての私共の
気持ちが
斯く
計り
早く
皆様に御
了解して
頂け様とは
思ひ
設けま

せん
でした
ので、
今
此意想外の
反響に封しシ大の
感謝と
感激とに打れ
ます

ついては初に御
約束した『御
守役と
なり、
相談役と
なり、
向上愛展の御手博ひ』と云ふ事をして
単に

抽象的な
世間
並みの
宣言
たら
しめず、何等かの法方
を以て是を具
畳化し
少し宛でも
其賞蹟を畢
げる事の

急務
なる事を
考へまして共
一端
として左の
仕事を
始め
ます。

1、
誌友
諸君が
今迄に
製作せ
られた
原板の
中上
出だと自
任せ
られる者、不
田楽だ
失敗だと
意思せ
られ

る分
良否
取混ぜ
人五枚
までを
限り御
迭付を願
ます
勿論
成る可く
詳細に
撮影時其他
現像
等の
依項を附

肥せ
られたし。

本吐は
詳細に夫等
原板を
調査し基
良否の
度合、
失敗の
原因、
救演法、

焼き付けに
適膨
する印芸紙等

の
意見を
詳肥し
且つ
其各
原板に封
する
標準
印霊を
作リ是を添へて御返捻
致し
ます、
是等は凡て
無料に

して、只
返途の際の
小包
郵便料
として
郵券
拾或鋒
添付せ
られ度し。

1ニ
内外の葛冥
材料
設明書、
見本、
小冊子等を魔時母
曾宛、
或は
誌友
個人宛
贈呈す。

以上
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茂

郡守 田 福 同山村 島 命
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/農業
試驗

所

「仲野
恒夫

新
誌
友
御
紹
介|

崔烏警、

市(、察署長、

ロ口

「後藤
吉三郎

C酒造業)
仁井田穩貞一

郡山市(
藥劑師)
三
昇三

「
創立
大正十
三年七月一

|同(郡山驛長)

(縣立農事
試驗。

E(原長
農料
水村

「同(金融業
)

|安積郡桑
野村」

福富
孝彌

ポプラ
會

隆
安藤久
兵衞

「有江
有三

長野縣松
本市

山梨峽北カメラ
會

「神田
吉太郎」

松澤
榮三郎

|片桐榮
次郎

|赤穗
昌次

會員_
平林
保雄

藤井
實

「郡山市(黑前本
)
渡邊
健次

山梨縣 韭崎町

|
三原
康男

「百瀨_經義

|大輪_義雄

料商

同(
專賣局
官吏)
吉川一

同(運送業).

|岩下芳
太郎一

八窗
仁八

「坂本_
武雄

要

會員
乙黑
重利

坂本兵三郎」

「大野_
久松

乙黑演
次郎

「大谷
千代
造

桝本_菊麿

林
律治

同(
理髮業)

盆治

伊藤
清重一

同(齒科醫)

「同C菓子商)

同(自轉車業)

同C建築
技師)」

「同(
郡山驛員)

關

鈴木_廣太

毛利
盆男

創立
大正
九年
六月

本名
德文

「中村
辰雄
|小澤猪兎
馬

「
本田_榮助

掘
內角平

加瀨
元吉
「
創立_大正十年
三月

郡山光
書

俱樂部

違藤耐
四郎

福島縣
郡山
市

(寫眞師)

吉川
策重

CMR

俱樂部

會員郡山市
(砂糖
卸商>
鈴木
正雄」

「同(通支店長
)

會員
郡山市C洋服商
)
渡邊

「
赤城
健輔」
「同C酒造業)
|
山口_
哲吉
和吸山縣
橋本町

河內喜
三郎

「前馬市
太郎

會員
津泰
喜一

宮工素光
會

創立
大正十三年
四月
五日

「奧田哲之助
木村
壽一
阿本
忠一
|宮崎縣宮﨑市

光
友
會

會員
牧山土

谷豐彥

「橋本_
利夫
寺島
信1

齋
黑木
高節

「福島縣
藤田
町

一郎
會員_佐_藤
節

高野伊與太

加藤
昌一

小島
武

日高
「松本
爲
一郎」石谷貞关

黑木
正義

足穗
悌三

「東海
村
三郎

佐久間幸吉

|高橋幸吉」

「秦長次郎

浴
一良

|
平林
正夫

創立_大正
十二年
四月一 裕

信夫

櫻井仙
太郎」

秦
誠治

福原_榮人吉岡利雄

阿部明英

|小湊寫友

俱樂部

奥山龜一
阿部源七

藁
科
會

「篠山篠一|佐久間佛
次郎

|青森縣
東郡小湊町一

會員_能登谷鐵之助
辻村濱
次郎

炯井
平造|

笹原喜
太郎

今井_良雉

畑井_忠次

|小形_傳吉

創立
大正十
三年
十一月

除岡縣業科村

|
創立_大正十三年
九月
六日

「吉田小
三郎

會長_鈴木
達
一郎

川越
三郎

會員
增田友
治郎
鈴水
良一

本堂
寬藏

|
鈴木
てる
「森藤
敏郎

生馬
源一

「秋山九馬
男

|小長井麻
次郎
佐藤
かん

畑井
米|

佐藤
隆一

|
青山_芝郎

佐藤陸夫
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競憲アディア

競武ルーバ

橋 長 酸大 店 本 六 西 小等-

口僕等

アマチュアの属めに
種な々

光明を奥へて
下さる
江頭
先生
始め

皆様の御書力を
深く
感謝して
居り

ます。
いづれ
自信
ある
作品を
御覧

に
入れ度
いと
考へて
居り
ます。

(
神奈川
越水保)

肥者、
いづれと
化物は出た例が

ない
そう
ですが
貴方は
マサカ
そん

な事は
ないと挙
しんで
居ります
。

ロ『駄日だよ)

くそんなに
笑つち

や
チョッ!
仕様
が
ないね1』

彼は

リリーズを
撮つ
たま
ともど

かし
そうにS子の顔を見た。

『
だって……』
彼女は決を口
にあ

て
盟を
ゆす
つた。

『
ソレも
つと平纂で居な
けり
やい

け
ないょ』彼は

むずかしい顔をす

れば
する程S子は
荷笑
ひこける
。

『
チョッ!よはる
なあ
……』と彼

談

話

室

。ロ

D「
新春の巻」五〇頁に雑誌「
葛

冥の
趣味」は
小西の物で
なく
六楓

融の
……と
立派に
掲載されて
あリ

ますが、裏
表紙
裏面には「
小西の

葛冥晋」と
見出しが
つけてあり
ま

すのは
一寸髪では
あり
ませんか。

(
日本橋
春山花
島)

を
なし、
ぼッ)(
田含の
葛寅
趣味

肥鍛を獲し居り候
。又
本年は
我が

合員よリ入除兵二名を
溢り
又管業

葛属家を
出し
初春
より常地に
堀内

葛員館を
開業
仕り候
後略。

(
山梨縣並崎町
八卷仁八)

口
隔月後行を
月刊に致し度い。
月

初に
変行致す
様に向
一層
努力を願

ひ度い。「賞際
から印霊への色の奨

化」の
如き買際的
肥事を戴せてい

ただき度い。

口私も毎
臓拝見
致して居る
一人で

御座い
ます。
初泰の倦に
和子様の

仰有
つたと
ほリ、
最近
婦人の
作品

に
相常な立派な
ものが
出る事を喜

び
ます。私も
何とかして共の様な

お
伸間に入り
度
いと
つくん。
感じ

肥者日く:『
小西の葛冥書』と

書いて
あるのは、『
小西後責の』の

意味で『
小西の物』と云ふ
意味で

は
釜然
あり
ませぬ、
小西で
獲資仕

様が、
六根融で獲行し
様が『
葛冥

の
趣味』は
未来
永勃に
確質に1三千

の讃者諾君の物で
ある事を宣言
致

は空を

見つめる。

口
前略
我が合を
山梨
映北
ヵメラ曾」

と稀し
大正十年
三月合を
組識し合一

員十五六名
一昨年は
木曾
寝畳の床

に
撮影を
昨年は
房線
本島
一巡に三

日を
費し候。

其他
毎年一二同
附近
野外
撮影等

『
また墓術葛兵家が
始まり
ました一

ね」…日
あたリの
よい

えんがわに

母が=コ
(
笑ひ
ながら
立て居た

それは、
小春日の梅吹~庭の一

(市外
加納
春榮)

(牛
込
清子)

肥者
何卒振
つて
趣味の鑑めに

御
勉強
あらん事を
新り
ます。
御不

明の事は何
でもお
問合せ
下さい。

(
三脚
牧識
装置鞄)

質用
新案一〇八二五)

金属製
片面
取枠
六閣

バック

ホルダー
上等革物

附屬品

手札
判

*
県

ミ
SK
F/6 8

ガマックス
九〇、i
一〇五
一

マロ国
F/6 3 )

タークス
|
10'-
111
五ー

F/4 8 E

1
-1
中O

*ト
- F/

4'5na- 1日近、一一七〇、1

く=
トF/4 5回

1110-
1111
近、ー

11九、ー

11六、

hミ&
F/
6.9--

トミ
8K
F/6.8

三班|

111
11\ -

?ロ国
F/6.3

マロ区
F/6.3四八|
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費 特切見 品 理整卸棚
ホツプ00焼「 I.R 」 (復 玉 片枠六個 付 )同 1幾 「P.R」、 カールBIIF/ 6.3片枠三個 )イーストマンコダソクヤル 1城 「R 」 (B.L.C1類テッサ-F/4.5)同 A1続 「R 」( アナスチクマットF/7.7付 )

【カメラ) 切 も たトロペンヘーゲ 10読 カビネ「P.R ( カール CテッサーF/4.5枠3ホルダ三 )
27.003:0.00 [ベストアトム判 )100.00 特價アンスコ0娘 |R」(罪玉付 ) 16.00同 「R」(アナスチク マットF/7.5)

スペシ【鏡 玉 ) 38.C050.003.T..C テッサ-F/4.513番名刺 155.00 同 」 (同 F/ 6.3 )並 6).00 ボツブ 」 「B」カールBIIテカールBテッサーF /6.3B5番 コンピアシッター付エキストララビットアプラナツトイブソシヤター付 ハガキ 22CO同 バリオシャター付 同

85.00 サ 付 )ニツパー 「R」罪玉付 ) 55.003.50ハガキ 175.00 [手 札 判 )リハー1城「P.F 」( ボルタスF/S48.0043.00●同 「 P.Fj アイデアF/7.5 上 同 )6.200グ2「P.F 」(D.A鏡玉 月枠47.0070.00

ベストテナキス「P.F 」(ダゴール鏡玉 片枠六ホルダ付 165.10同 「P.F」(ドグマーF/4.5 片枠六ホルダ付 )
2 .0030 0') 雨枠 3ボター鞄 )○同 「P.F」CR K上同付 )同 コンピアシャター付同 175.(0同 イブソシャタ -付二枚掛 17.0)プロントシャター付 付 ) [名 判刺 )同 15.0 B リ 、 ー 「P.F」 ( ボルメス鏡玉付片面枠 六ホルター同 「 .F 」 ( コリ = ア F / : 3上同付 )同「P.F」 ベロス チグ マットニ類 F / 4.5 」 : 同付 」アンスコ 1続 「 R」 (X バートF/6.3 .

同 シングルシャター付 6 付 )同 11続 PF」C同 上 ) 45.00名 刺 7.00 ボップ00「P.R 」 ( 同 同5000同 2「P.R ( カールテツサー150.00トロ ペンクラブ「P.R」( カールテッサーC.1 F/4.5 ホーカル245.00Bリリー「P.F」(1.Lテッーサー

クック 2類6時F / 4.5 並 胴 125 00ハガキ 80.0092 00 BII片枠 6 け ) を 叉 御同 アクミシャター付 同 115.0)同 7時F4.5 並胴 カビネ 72.00同 7叶オプチモシヤター付同同 『叶コンピアシャター付同同同 3類 6時7/8 Ft.5 アクミシャタ二枚掛同 類オプチモシヤター付同

58.0085 00 プレンシャヤター付 )
130.00同 「P.F」(アイデャ付 同上 )70.00スペシャル リリー「P.F」(クックF/6S上右 コンピ アーシャ150.00パール4競 「 P.R」(ホルタス鏡玉40.00

同 _2競 「R」: アナス チグ マットF / 63 付 )同 2 「Rj(アナスチゲマットF /7.5付)スエピア「P-F」(ベリスコープ鏡玉枠 3ホルタ 付 )テンゴール「R」(カロスチグマF/6.8 1y)フレモ 12「P.F_(b.J テッサ付F/4.5片枠3ホルダ付 )「P.F」 ( B.L」テッサー F/63
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